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 山登りの楽しみの一つに人との出会いがある。

見知らぬ土地での見知らぬ人との出会い、そこ

からまた、新しい世界が広がる。  

 去る年の７～９月、当時の自衛隊山岳友の会

の仲間と、インド・キシュトワールヒマールの

シックルムーン峰（６５７４㍍）に遠征した。  

山登

り自

体は

犠牲

者を

出し

て敗

退す

る不

幸な結果に終わったが、目的の山に至るキャラ

バンでの山村の人々との心温まる交流は、忘れ

られない思い出である。  

 特に、雨に降りこめられてポーターが集まら

ず、５日間の停滞を余儀なくされたキアル部落

（２０９

４㍍）の

印象は鮮

烈 で あ る 。

４０戸ほ

どの小さ

な貧しい

部落ではあるが、村人は皆、人なつっこく親切

だ っ た 。

子供た

ちも貧

しいな

がらも

こざっ

ぱりし

た服装で、礼儀正しい。道端で出会う

我々見知らぬ日本人にも、きちんと挨拶

をしてくれた。  

 部落の中央に寺子屋風の小学校があり、

その授業風景を見学した。小学校といっても、

柱４本が屋根を支えるだけの吹き抜けの土間に

先生用の椅子が１脚あるだけである。子供たち

の筆記具といえば、各人が首から提げた黒板と

水で溶いた粘土の小瓶で、ヨウジの先を粘土に

浸して黒板に書き方練習をする。教科書は先生

が所持する１冊だけで、その内容を先生が口伝

えに説明するというやり方である。  

 先生を囲んで土間に座りこんだ子供たちの、

先生の説明を聞く真剣なまなざしがまぶしかっ

た。  

その

中年

の先

生と

夕 方 、

お茶

を飲

みな

がら歓談した。「私たちのこの貧しさを、しっ

かり見ていって下さい。これが白色人種・英国

人の２百年余のインド植民地支配の結果なんで

す。アジアの近代化は、やはりアジア人でなけ

れば達成できない。アジア人のリーダー・日本

に是非、アジア近代化の先導役をお願いした

い」との彼の涙ながらの熱弁に、私も胸が熱く

なった。  

インド キアル村にて 

C 1 から臨むｼｯｸﾙﾑｰﾝ峰  

前衛峰と C 2 

ｷｱﾙ村風景  

校庭にて (左端が先生 )  

ｷｱﾙの人々  

前衛峰と C 2 


